
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 汎用極点図データ処理 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２（Ｓ）ソフトウエア 

  Ver.4.05 

 

 

 

 従来、曲線データのＥｒｒｏｒ評価は、ＯＤＦ解析後、ValueODFVF で確認していましたが 

 Ver3.42 以降、本ソフトウエア内で、最適な Rp%の補正処理が行えるようになりました。 

  

 Defocus 曲線を作成時、規格化なしで作成した時の defocus ファイル名は DEFOCUS_NOTNORM_F 

 になり、このファイルを用いる場合、配向試料の計算結果の再規格化あり、なしが選択出来ます。 

 しかし、規格化なしではＲｐ％の最適化は行えません。必ず、規格化ありとして下さい。 

 

 Ver3.85(2019/02/20)以降,Cubic の Calc,Connect でも ValueODFVF 動作 
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１．概要 

本ソフトウエアは、当社で開発した配向評価総合パッケージ CTR ソフトウエアの中核となるソフトウエ 

アであり、国内外 X 線メーカの測定データに各種補正を行い、世界で最もポピュラーな ODF 解析ソフトウ 

エアを手軽に使えるよう配慮してあります。データ処理内部は全てｃｐｓ単位で扱われています。 

  測定ファイル名の先頭は指数としてください。 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２Ｓは、ホルダ一括処理（圧延板処理向け）を行います。 

  https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/rollingsystem-CTR.pdf を参考にしてください。 

２．特徴 

 すべてのプログラムが java で記述されている。（Windows のどの OS 上でも動作） 

 サポートされていない測定データでも簡単に取り込める（簡単に追加可能） 

 複数の測定データを一括データ処理 

 データ処理 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ削除、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ修正、平滑化、RD 補正、吸収補正、defocus 補正、規格化 

 処理のﾋﾞｼﾞｭｱﾙ化 

  極点図の 3D,等高線表示 

  ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの確認と修正ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞの確認 

  平滑化処理画面を参考に適切値を選択 

  RD 補正処理画面を参考に適切値を選択 

  吸収補正量画面を表示 

  Defocus 補正量を表示（補正量の大きな場合、補正量により、作成する極点図に制限） 

  Defocus 補正量の変更 

  入力極点図と処理後の極点図を同時表示 

 処理条件をｌｏｃｋにより、常に同一条件による処理を可能にする。（ルーチンワーク） 

 利用目的が品質管理用なら、ﾌｧｲﾙ選択、一括処理で、ＯＤＦ入力ﾃﾞｰﾀ作成は 10 秒以内で終了 

 

３．データの流れ 

 測定データファイル名の先頭に指数を配置する事 

  

  Ａｓｃﾌｧｲﾙ    Ｕｘｄﾌｧｲﾙ(MulTex を含む)  PANalytical ﾌｧｲﾙ 

  

 

 

      ODFPoleFigure2 

        

   

           TXT2 ﾌｧｲﾙ 

 

 

     PFtoODF3 

 

 

         各種 ODF ｿﾌﾄｳｴｱ 

Ras ﾌｧｲﾙ(NewODF) 3.36 以降 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/rollingsystem-CTR.pdf


４．プログラムの使い方 

 C:¥CTR¥bin¥ODFPoleFigure2S.jar ﾌｧｲﾙをﾏｳｽでｸﾘｯｸ 

５．主な機能 

 ﾒｰｶ切り替え  ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ切り替え 処理条件 lock-free 切り替え 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ選択と修正 

 入力、表示ﾃﾞｰﾀ選択   平滑化ﾓｰﾄﾞ切り替え 

     RD 補正ﾓｰﾄﾞ切り替え 

 

 

吸収補正指定 

defocus 指定 

平滑化指定                  規格化と極点図の中心の平均化  

 作成ﾃﾞｰﾀ指定                         計算実行 



５．１ 主な機能（S）機能 

 

 

ODFPoleFigure2 に追加された機能 

  

 一括処理のホルダ選択機能 

  

  圧延板などの極点図の平均を求める際、大量の測定データを一括処理を行う。 

  ホルダで指定し、ホルダに含まれるホルダデータを一括処理を行う。 

 

 処理結果の_2.TXT ファイルの一括削除機能 

  

 

 

 



６．配向評価総合パッケージ CTR ソフトウエアとの連動 

 ﾒﾆｭｰの ToolKit から以下のｶﾃｺﾞﾘﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰを表示、選択で別の画面が表示される。 

  

たとえば、 では 

 が表示され 

 更に中央のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ名を選択すると、各種ｿﾌﾄｳｴｱが動作します。 



７．ＡＳＣデモデータによる動作確認 

    ７．１ 処理データ選択 

 

                  からﾃﾞﾓﾃﾞｰﾀ選択 

 

 

 

 

の         を複数選択する。 

 

選択した測定ﾃﾞｰﾀを表示します。指数と最大強度が表示 

 

 

 

 

 

 

 

 描画を等高線に切り換えると 

  

  

 Calc で極点処理を行うと、GPPoleDisplay で等高線レベル表示が可能になります。 

 

 

 Contour+Level でも等高線レベル表示が可能 



  ７．２測定データ評価 

 で表示ﾃﾞｰﾀを選択  

   

   拡大 

 

 

 

 

 

 

 

  ７．３測定バックグランド強度の修正 

    α軸に対するﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ強度ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙは、defocus 曲線と同じような傾向があり、通常極点図の 

    外側になるに従って、強度が減衰します。ﾒﾆｭｰの BGMode から defocus を選択 

  defocus を選択後、再度 DISP から拡大する。 

 バックグランドの修正は、反射極点で、極点図の中心まで測定されているデータに限ります。 

横軸はα軸 

β方向の平均値を表示 

赤：ﾋﾟｰｸの最小強度 

青：ﾋﾟｰｸの最大強度 

緑：ﾋﾟｰｸの平均値 

黄：ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ low 

赤：ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ high 

 

評価はﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞに着目 

拡大すると 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞが左側で 

ﾋﾟｰｸと同じ動きを示す。 

 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ測定 2θ角度が 

ﾋﾟｰｸ角度に近い為 

修正の必要がある。 



  

    水色:Auto 曲線が表示される。この曲線をﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ強度として修正されます。 

  Auto 曲線の変更 

 {220}極点図を拡大すると 

  

 45 度から 60 度を入力し Set する。 

 再度 DISP と拡大で 

 - 

Auto 曲線は極点図の 

中心付近の３点の平均値 

から計算されます。 

修正可能モード 

Straight（Option） 

Defocus(Option) 

α軸で平均値を計算する 

範囲を指定する。 

45 度から 60 度が最適と 

した場合 

 

修正は可能ですが、 

測定時のﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ測定 

2θ角度をﾋﾟｰｸ角度から 

3 度位離して測定すると 

良い結果が得られる。 



 この修正機能は、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑなどに見られる極点図の中心付近のﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ対策に有効になります。 

  

    α軸 50 度から 65 度で平均値を算出  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、測定したバックグランドデータを平滑化する。 

  



  

 黄色、紫色の変動の大きいバックグランドに対し、平滑化を行っている。 

 例えば、15 度から９０度を５度間隔で測定した場合、α軸 15,20,25 度の平均値をＳ 

 80,85.90 度の平均をＥとした場合、α軸 20,25,,,,80,85,90 のデータを 

  ２０、２５、３０、、、、８０、８５、９０ 

  Ｓ、 測定データ、Ｅ、Ｅ、Ｅとし、３次関数にＦｉｔｔｉｎｇを行い、 

 １５、から８０度データはＦｉｔｔｉｎｇデータとし、８５，９０度データは、 

    ８０，８５，９０の平均値とした。 

 バックグランドの凸凹で処理を行うとＦｉｂｅｒ要素が混入します。 

 

 

７．３．１ Ｆｉｂｅｒ状態のバックグランド凸凹修正 

 



バックグランドの平滑化 

 

特異点を削除 

 

 

高分子材料の様にバックグランド測定が難しい場合 

 バックグランド強度が測定されていなくても、バックグランドが変更できます。 

 測定ピーク極点図のα毎に最小強度をバックグランドとする 

  

 Minimum(β) 

α毎にβ方向の最小値をバックグランドとする 

全データの最小値をバックグランドとする。 



  バックグランド 

 Minimum(αβ) 

   バックグランド 

 

 測定ピーク極点図β方向の最小平均値に係数（１．０以下）を掛けてバックグランドを決定 

  

  



  

  

１．０以上は直接 cps でバックグランド指定 

 

  

 

一括バックグランドレベル指定 

  



 Minimum All 

  最小強度を複数の極点図に対し、一括指定 

 

 MiniAver All 

  最小平均値に対する係数あるいは直接バックグランド入力値を一括指定 

 

 AllBG setoFF 

  一括指定した値を取り消し、バックグランド指定なしに変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．３．２手入力による修正 

 TooKit->SoftWare->Next->PoleBackgroubndEditor 

   

  

 修正後、Save を行い、Create する。 

 Excel で修正 

 save 後 Create する 



７．３．３ ＡＳＣ変換されたバックグランド 

 測定で、ピーク積分測定とバックグランド積分測定の受光スリット幅を変えて測定した場合、 

    ＡＳＣ変換されたデータには、バックグランドの受光スリット幅は登録されていません。 

 例えば、 

ピーク積分測定の受光スリット幅を７ｍｍ、バックグランド積分測定に受光スリットを５ｍｍで 

測定した場合、 

  

と表示されます。 

 

    バックグランドスリット幅を５ｍｍと入力し、 ボタンでデータ変更してください。 

   

７．３．４ 試料台のブラインドにより測定出来ていないデータ削除 

  多目的試料台を用いて透過極点図を測定すると、多目的試料台のブラインドにより 

  光学的に測定出来ない領域があり、領域は３０度です。 

  透過極点図測定ピーク角度、あるいはバックグランド測定角度を２θとした場合 

  測定出来るα角度＝９０－３０－２θ／２度です。 

  以下は２θ角度２θ＝２８．７の実測値です。α＝４５度まで測定出来ています。 

   

  このようなデータを以下の条件で読み込めば、α＝５０度のデータは読み込まれません。 

   

  予め角度を指定してからデータを読み込んで下さい。 



  ７．４平滑化 

 結晶粒が荒い場合、測定ﾃﾞｰﾀに一粒毎のﾋﾟｰｸが現れます。大きなﾋﾟｰｸが残ると、ODF などの解析結果   

   に影響します。平滑化の手法と平滑化点数を選び、最適化を行う。 

   ｒａｎｄｏｍ評価を行う場合、平滑化は行なわないでください。 

    

   Disp では選択されているﾃﾞｰﾀの最大強度が存在するα軸位置のβ軸方向のﾌﾟﾛﾌｧｲﾙと、平滑化を行った 

   ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙが表示される。平滑化方向はα軸とβ軸双方に平滑化を行っている。 

   例えば、{200}極点図を選択 で DISP 

  

    平滑化ﾊﾟﾗﾒｰﾀは全ての極点図で共通です。 

 平滑化の手法は 

   

   

 

 

 

 

 

 

 ADC 法ではα、βのステップ間隔が同一であること 

 平滑化は、ADC 手法がより良い平滑化と思われます。 

 

 

Arithmetic 

 指定した点数の移動平均 

 α方向は選択 

Savitzky－Golay 

重み付き移動平均、α方向は選択 

(Rigaku 正極点と同じ) 

Smoothing for ADC 

 平面５点の重み付き移動平均 

 を繰り返す 

 大きな平滑化が行えるが、 

 最大強度が下がります。 

 α方向とβ方向に対し同時平滑 

 



 平滑化５点の重み 

      

  

  

   

    



  ７．５ＲＤ補正 

 ＲＤ（Rolling Direction）は圧延された材料がはき出される方向であるが、その方向を極点図測定時に 

   ｼｽﾃﾑで決まった方向に取り付ける。しかし、この取り付けが曲がっていると、回転した極点図として 

   測定される。RD－ﾏｲﾅｽ RD ﾗｲﾝに対し、回転により対称極点図にする機能である。 

   RD-DISP は、選択されている極点図の最大強度のα軸角度におけるβ軸方向のﾌﾟﾛﾌｧｲﾙを表示する。 

   例えば、{111}極点図を選択し DISP では 

  

  

 ﾋﾟｰｸﾌﾟﾛﾌｧｲﾙがｼｬｰﾌﾟな極点図を選択し、最大強度のβ角度を確認 

 最大強度角度が、０，４５，９０のよう角度を示す極点図で決定する。 

 

 このパラメータも全ての極点図に対して共通に使われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ７．６吸収補正 

 XRD による方位測定では EBSD に比べ、若干深さ方向の方位も測定されていると言われています。 

   吸収が少ない材料では、より深い位置からの反射があり、この影響は Defocus と区別がし難くなりま    

   す。しかし吸収の大きな試料における反射法極点図測定では、吸収の影響は少ない。 

   透過法では、吸収係数と試料厚さを掛け合わせた値が 1.0 に近いと吸収の影響は少なくなります。 

   アルミニウム 1mm を Cu 管球で測定した吸収補正曲線 

  

  

 厚さを２０μm とした場合 

  

  

 このﾌﾟﾛﾌｧｲﾙは補正量であり、表示している係数を測定した極点図に掛け合わせます。 

 

 



  ７．７Ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 反射法極点図測定では、Ｘ線ﾋﾞｰﾑに対し、試料を煽って測定を行う。煽り方向には Schulz ｽﾘｯﾄで 

   制限しているが、多少の広がりがある。この為、この広がりが試料を煽ることで、回折線も広がり 

   有限な受光ｽﾘｯﾄからはみ出し、回折強度の低下が生じる。この現象が Defocus であり、測定２θ角度が 

   低角度、受光ｽﾘｯﾄが狭い場合、大きく落ち込み、補正量が大きくなる。 

   補正曲線は、測定試料と同じ材質の無配向試料を測定して補正する。被検試料測定時、受光ｽﾘｯﾄ幅は無配 

   配試料測定と同一でなければならない。無配向試料が得られない場合、計算で求める。 

     defocusTABLE 選択 選択された defocusTABLE 

defocusTXT2Files or Holder   TXT2 から計算された defousTABL を表示        ﾃｷｽﾄ表示 

   

 

 全ての角度、全てのｽﾘｯﾄ幅に対応 TABLE1  全ての角度、全てのｽﾘｯﾄ幅に対応 TABLE2     ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ表示 

 Standardize は、補正曲線の疑似規格化を行う（一般には指定する）、指定しない場合は、極点図の相対強度を計算する場合に使用 

  TextDisp は、選択された TABLE を表示、各反射が多項式で示される。 

  

  ０：多項式次数の自動決定 Tenckhoff 式に Fitting 

  

 受光スリット幅変更で defocus 曲線再計算用 TABLE（TABLE に２θ角度が含まれている） 

  

 受光スリット幅を変更して新しい defocus 曲線を用いた場合、NEWDEF ホルダに新しい 

 補正曲線が作成されている。この新しい補正曲線をマージするには、 

AddDefocusFile ソフトウエアを利用すれば可能 

  

  {111}極点図を選択  

 

 

 

 

 



 多項式近似を選択  と 

 を比較 

 

 

 

  多項式     計算 

   

 ほぼ同一の補正曲線が得られる。 測定２θが高角度になれば、補正量が少なくなる。 

 多項式曲線にうねりが発生する場合、TenckhoffFitting で整形 

 

 Ｒｐ％最適化によるｄｅｆｃｕｓ補正 

  

 Ｒｐ％は、ＯＤＦ解析時、入力極点図と再計算極点図の差から計算される評価値で、 

入力極点図の整合性が評価されます。 

本、ソフトウエアではＣｕｂｉｃ材料に対し、疑似的にＯＤＦ解析を行い、 

最適なｄｅｆｏｃｕｓ補正を試みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ７．７．１ ＴＸＴ２ファイル指定によるｄｅｆｏｃｕｓファイル作成 

  ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成する場合、ファイル名の先頭に指数を付けたファイルを作成する。 

  Ｓｃｈｕｌｚｎ反射法では、ｄｅｆｏｃｕｓ曲線は予測出来るが、２次元ディテクタを 

  用いた場合、材料を傾けると、同じ２θ角度でもｄｅｆｏｃｕｓプロファイルが 

  変化する。同一２θ角度を用いたファイル名は、111-,222-,333-として区分けする。 

  又、ファイル内に登録する指数もファイル名と同じように指数を変える。 

   

  

 このデータは、ファイル名指数とファイルに登録されている指数が異なるため、 

 ファイル内の指数を書き換える。 

 111-10zcut.asc,220-50zcut.asc 

 200-10zcut.asc,400-50zcut.asc 

 211-10zcut.asc,422-50zcut.asc 

  のファイルに登録されている指数が同じになっているため、以下の操作で 

  ファイル名の指数とファイルに登録されている指数を同じにしてＡＳＣファイルを作成する。 

 220-50zcut.asc ファイルのファイル内は 1,1,0 が登録されているので 

  

 指数を 2,2,0 に変更して Change する。  

    

 400-50zcut,asc,422-50zcut.asc も同様に変更する。 

 変更したら、データ処理は一切行わないで Asc ファイル作成する。 

  

  

  変更されたＡｓｃファイル 



 ファイル名のファイル内に登録された指数が同じになったので、  

  

 ｄｅｆｏｃｕｓの動作確認の為、ＴＥＸT ホルダを作成し、ファイル名指数と登録指数が同じ 

ファイルを TEST ホルダにコピーする。 

 

  

 ＴＸＴ２ファイルを作成する。（ＴＥＳＴホルダの上のホルダを指定） 

 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないで、Calc で TXT2 ファイルを作成 

 関係のないＴＸＴ２ファイルが同一ホルダに存在しないようにして下さい。 

 

 

 

 



 Defocus functions file が表示されている場合、非選択で表示をなくす。 

DefocusTXT2 Holder で作成した TXT2 ホルダを指定 

 

 

  

 

 

 多項式近似式ファイルが表示される。 

 TextDisp で 

 

 

以上で、TXT2 から defocus 近似式を作成出来た。 

 



確認の為、先ほど作成した TEXT データを補正してみます。 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正を 

 

 

でｃａｌｃしてみると 

 

ほぼフラットになる事が確認できます。 

 

以降、 の 

 表示があれば、そのままでｄｅｆｏｃｕｓ補正出来ます。 

 表示されていない場合、計算された DEFOCUS_F.TXT を直接指定する。 



７．７．２ ｒａｎｄｏｍ試料との強度比較を行う場合 

  極点図間の相対強度を計算する場合、ｄｅｆｏｃｕｓデータは強度の規格は行わない 

  ＴＸＴ２を作成する時も、バックグランド除去のみ行い、疑似規格化は行わない 

  

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓファイル作成時も疑似規格化は行わない。（通常の場合は行う） 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないで疑似規格化の場合、内部計算規格化値(ｃｐｓ)で表示 

 (PoleDisplayTXT2 の Version 1.311 以降で対応) 

  

 

 

 

 

 疑似規格化を行わないｄｅｆｏｃｕｓ曲線に対し、極点図の範囲制限機構は動作させないで下さい 

（０． ０とする） 

 

 

 

 

 

 



７．７．３ 登録 defocus 曲線を変更する 

 Ｓｌｉｔ幅を変更すると、補正曲線を変更する事が出来ます。 

 通常は測定スリット幅が表示されています。 

  

 変更は、PeakSlit 幅と BGSlit 幅を同じ値に変更してください。 

 表示スリット幅より小さくすると、補正量が大きくなり、大きくすると、補正量が小さくなります。 

 

  

 

 

 

 

  

  内部 TABLE から計算されます。 

  Ｔｅｎｃｋｏｆｆの計算式を使った計算が行われます。 

７．７．４ 透過法ｄｅｆｏｃｕｓの対応 

 ｒａｎｄｏｍサンプルの透過測定、反射測定を行い、バックグランド除去、吸収補正を行い 

 ＴＸＴ２を作成し、ｄｅｆｏｃｕｓに登録します。 

  

 透過ｄｅｆｏｃｕｓ曲線の指数の後に”T”を追加し、ｓａｖｅする。 

  

  反射法の場合、解析する反射指数と登録されているｄｅｆｏｃｕｓ曲線指数の確認を 

  行うが、透過法の場合、確認が行われません。計算結果ＴＸＴ２ファイル名に_ch 以降に”D” 

  が追加されていることを確認してください。 

  

 もし、透過用ｄｅｆｏｃｕｓファイルが見つからなくても、計算は行われるが、 

 以下のメッセージを表示する。 

  

 反射法はｄｅｆｃｏｕｓファイルが見つからない場合，計算は行われません。 

 

 

 

 

 

 

 



７．８ 規格化 

 極点図の重み付き平均値で規格化を行う。 ＲＩＮＴと同じ 

 更に、極点図の中心と外側の重みを１／２とする方法がある。(CTR) 

 ＲＩＮＴと同じ計算にするには、”C:¥CTR¥work¥stdNORM¥stdNORM.txt””ファイルを 

 作成して”RINT”と書きこむ 

規格化の方法は以下の３方法があります。 

内部計算規格化、ｒａｎｄｏｍ規格化（強度比）、ｒａｎｄｏｍ規格化+疑似規格化 

内部計算規格化 

 ｄｅｆｏｃｕｓ指定なし、Standardize ON 

Random 規格化（強度比） 

 Defocus データをバックグランド削除、Standardize OFF で TXT2 作成し 

 登録 

 で計算 

ｒａｎｄｏｍ規格化（双方の規格化） 

 登録 

 で計算 

内部計算規格化で  

  で計算すると 

  極点図の中心を平均値とした最大強度を表示します 

 ７．８．１ 内部計算規格化強度の計算 

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないで疑似規格化を行うと内部計算規格化を行い 

  規格化平均強度を表示します。  

  

  

 内部規格化の場合、指数なしで、規格化強度と内部計算規格化平均強度(cps 単位)を表示 

 PoleDisplayTXT2.jar ソフトウエアで実現している。10 



 ７．８．２ 規格化モードの切り替え 

  規格化の計算方法は各種存在します。 

   

  ＣＴＲは、ＯＤＦ解析ソフトウエアで内部規格化される値に近い規格化 

  ＲＩＮＴはリガク正極点ソフトウエアと同一の計算方法 

 

  通常はＣＴＲが適当と思われます。 

 

  ７．９一括データ処理を行う。 

  

 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞは、{200}のみ、α軸 40 度から 55 度でﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞを計算 

 平滑化は移動平均３点 

 Defocus は計算による方法を選択 

 強度の疑似規格化を行い     

  

 処理結果を描画、強度が規格化極密度に変わり 



 ODFFile ボタンが押せる状態に変化 

 一方測定ﾃﾞｰﾀのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを覗くと 

  

 処理結果の _ch 以降の英数字はﾃﾞｰﾀ処理の内容を表示しています。 

ODFFile を押すとＰＦｔｏＯＤＦ３にﾃﾞｰﾀを

引き継ぐ 

  

 Option から ODF を選択      Material から材料選択 



    

 LaboTex のﾊﾟﾗﾒｰﾀを取得 

  



  

 極点図の指数ﾁｪｯｸを行い、正常であることを表す。 

   

  ﾌｧｲﾙ名を入力して Epffilesave を行えば、ODF 向けﾌｧｲﾙが作成できる。 

   

 

 

 作成されたファイルを表示 

 

 

 

  ODF 別のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの下にﾌｧｲﾙが作成される。 

   

 

 

 

 



７．１０ 定型化処理の簡素化 

日常、製品管理などの作業では、毎日同一処理条件でデータ処理を行うケースがある。 

このような場合、処理条件をＬｏｃｋする事が出来ます。 

 

 Lock を選択すると、 

 

  個々のデータに関係するデータ以外変更出来ない設定になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ７．１１ 相互に重なりあう極点図の分離 

   高分子材料などでは、近接回折線の影響が極点図に現れる事があります。 

      このような場合、測定条件を変更して再測定しなければなりませんが、簡易的に 

   一方の極点図から他方を差し引く方法と相互に差し引く方法を提供します。 

      極点図を分離する手段を提供します。（PoleFigureDifference ソフトウエアで TXT2 対応） 

 

 

 

 

 

      NO1file-No2filw*% 

      NO1file-NO2file の自動差し引き 

      相互に自動差し引き 

  注意：相互に差し引く場合、極点図の最大極密度が極点図に現れている条件の元に 

        動作します。 

 PET の Interaction モードの実施例 

 測定データ 

  

 処理後 

  



 ７．１２ 強制バックグランド処理 

  反射法と透過法を接続する場合、バックグランドの影響で接続部分が不連続になる事がある。 

  バックグランド処理を行った後、βプロファイルを一定の値シフトする事を狙い、 

  各αに対し、βプロファイルの最低値を０．０までシフトします。 

 

 

 MinimumMode を Enable とする。 

    

 

 ファイルを指定して Minimum mode をＳＥＴする。 

    

 同一条件で、Minimum mode を指定すると、バックグランドレベルが低下した分、 

 極密度がアップしています。 

  

 

 



７．１３ 同時に表示する極点図 Max 強度を絶対、相対の選択 

通常、極点図の最大強度は、指数毎に最大強度を算出しているが、複数の極点図で最大強度を 

算出し、共通で最大強度で描画する事が出来ます。 

  

 モードで描画 

   

 モードで描画 

   

   

 



７．１４ 作成されるファイル 

 

Ａｓｃ 

 入力Ａｓｃファイルと同一のフォーマット、解析結果のファイルをホルダＮＥＷに作成 

ＭｔｅｘＡｓｃ 

    上記Ａｓｃと同一であるが、β＝３６０度データを含めない 

Ｒａｓ 

 リガク SmartLab 用フォーマット 

ＴＸＴ 

 リガクＲＩＮＴデータのテキストフォーマット（β、強度） 

ＴＸＴ２ 

 一般的なテキストデータフォーマット(α、β、強度) 

 

作成されるファイル名は、処理結果が反映される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ８．Ｂｒｕｋｅｒ社データの読み込み 

 ８．１ Uxd ﾌｫｰﾏｯﾄの場合、予め Uxd から ASC ﾌｫｰﾏｯﾄに変換する方法（F-2,F-3 データ） 

 MesureDatatoASCTools を選択 

  

 UxdtoASC を選択 

  

 

入力Ｕｘｄﾌｧｲﾙに指数が 

登録されていません。 

Ａｓｃﾌｧｲﾙでは指数の項目が

あります。自動指数付けを行う

上で材料を明確にして下さい。 

 

Ｕｘｄﾌｧｲﾙ選択、 

Start で Asc ﾌｧｲﾙに変換しま

す。 

 



７．２ Ｕｘｄフォーマットを直接変換方法(F-2 データ) 

１つのファイルに複数の極点図が登録されている測定データ 

  
  InitSet->Bruker P`oleFigure を選択 

    

  

 Ｕｘｄﾌｧｲﾙを選択 

 

 



  

 CTR¥DATA¥UXD¥ZR-pf.UXD ﾌｧｲﾙを選択 

 Material を Zirconium に変える。 

  Start で Asc ﾌｧｲﾙ変換開始 

 自動指数付けを行う 



 変換終了したら、ReturnStructure で終了 

 

 

 

 

                各極点図のﾀｲﾄﾙに指数と最大強度を表示しています。指数の確認してください。指数が間違っている場合、 

   前の画面で Marerial の指定を確認シテください。 

   

  

     

     

 選択した Uxd ﾌｧｲﾙから、複数の Asc ﾌｧｲﾙが作成されています。ﾌｧｲﾙ名は指数＋測定 2θ角度を表しています。 

  

      

     Asc ﾌｧｲﾙ内の指数が登録されている部分を表示しています。 

     この部分は、defocus 多項式近似式のｻｰﾁに使われる重要な情報です。 

 

 以降はＡｓｃファイルの操作と同じ 

 

 

 

 

 

 

 



 ８．３ ＭｕｌTｅｘ３データの場合（データ処理結果）(F-3 データ) 

  MulTex３データの場合、ファイルは極点図毎に別々で、既にバックグランドは削除されている。 

 ファイルの選択は 

  Bruker PoleFigure を選択 

  MulTex3 *.uxd を選択 

  Uxd ﾌｧｲﾙを複数選択 

  

  

 選択したﾌｧｲﾙから ASC 変換したﾌｧｲﾙ名が表示、ASC ﾌｧｲﾙは、選択した Uxd ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに work ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが作成され、 

そのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに作成される。極点図で表示している反射指数はﾌｧｲﾙ名から取得している。 

  

後は、ASC ファイル選択と同様の処理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



 ８．４ ＧＡＤＤＳ ｐｏｐＬＡ（ｒａｗ）の場合(F-4,F-5 データ) 

   Bruker PoleFigure 選択 

   GADDS *.raw を選択 

   raw ファイルを選択 

  

 Raw データ選択で、ｗｏｒｋディレクトリが作成され、ｗｏｒｋディレクトリに 

 ＡＳＣファイルに変換されたファイルが作成される。 

 以降、ＡＳＣファイルを選択したモードで動作します。 

 

 

 

 

 



 ９．ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌ社データの読み込み(F-6,F-7 データ) 

    ９．１ 予め、ｔｘｔ、ｘｒｄｍｌﾌｫｰﾏｯﾄからＡＳＣﾌｫｰﾏｯﾄに変換する方法 

  

 PoleFigure2->ToolKits->MeasureDatatoASC->PANatoAsc 

  

  複数のＴＸＴ，ｘｒｄｍｌファイルを選択し、 

  

  ＳｔａｒｔでＡｓｃファイルを作成 



 ９．２ 予め、ＣＳＶﾌｫｰﾏｯﾄからＡＳＣﾌｫｰﾏｯﾄに変換する方法 

 PoleFigure2->ToolKits->MeasureDatatoASC->PANaCSVtoASC 

  

  

  複数の CSV データを選択し、MakeASCFiles で ASC ファイルが作成される。 

   

 

 ODFPoleFigure2 ソフトウエアでＡＳＣとして読み込む 

  

 

 

 

 



 ９．３ 直接読み込む 

 InitSet で PANa PoleFigure を選択 

 ９．３．１ TXT や drml ファイルの場合 

 ファイルを選択（PANatoAsc が立ち上がる） 

  

  

 ＴＸＴと xrdml ファイルを選択 



  

 Start で Asc ファイルに変換、Return Structue 

 

 

    ＡＳＣファイルがｌｏａｄされる。 

  

  

９．３．２ CSV ファイルの場合 

  



  

 複数の CSV データを選択 

  

  

  CSV から ASC に変換されたデータがｌｏａｄされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．Ｒｐ％の最適化(Cubic 限定) 

  再ｄｅｆｃｏｕｓ処理とは、解析内でＲｐ％を再計算してＴＸＴ２を補正する。 

  Schulz スリット光学系用です。 

 追加機能(Ver3.90 以降変更あり) 

 

 

 Defocus 指定   再 defocus 指定 

       Cubic 以外は赤字で表示(Ver4.01) 

ｄｅｆｏｃｕｓ組み合わせ 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり（defocus(1)、defocus(2)、defocus(3)） 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 

 上記組み合わせを 

 ｒａａｎｄｏｍ試料  

  CTR¥DATA¥Al-powder-random 

 配向データ 

  CTR¥DATA¥ODFPoleFigure 

 ODF ソフトウエア 

  LaboTex2（Ver.3.0.53） 

 Ｒｐ％評価 

  ValueODFVF(Ver.2.28) 

 で比較します。 

 

 最適化Ｒｐ％で平均値が下がる場合、選択してください。 

  

  



 １０．１ ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 

  

 Ｒｐ％プロファイルが±１．５％を超える。 

 



ＬａｂｏＴｅｘで評価 

 

Ｒｐ％プロファイル評価 

  

 

 

 

 



 １０．２ ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

  

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで処理 

 

ＣＴＲで評価 

  

 

 

 

 



１０．３．ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり（defocus(1)） 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで処理 

 

ＣＴＲで評価 

  

 

 

 

 



１０．４ ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで処理 

  

 ＣＴＲで評価 

   

 

 

 

 



１０．５ データまとめ 

 

 ＯＤＦ方位密度プロファイル 

  

 逆極点図３６Ｂｏｘプロファイル 

  

 ｄｅｆｃｏｕｓ補正なし以外はおぼ一致します。 



１１．極点図の３D 表示、等高線表示 

 極点図表示切り替え部 

  

  

  

 

  

  

 

  

  

  



１２．処理結果のＥｒｒｏｒ評価 

 

 

 最適化Ｒｐ％後ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ－ＡでＥｒｒｏｒ評価していたが 

 Ｒｐ％チェックなしでも、Ｅｒｒｏｒ評価が可能になりました。 

      

  反射法Ｃａｌｃ後のＥｒｒｏｒ評価 

 

 透過極点図と反射極点図処理後 

   

  データの接続 

   

  データ接続後、Ｅｒｒｏｒ評価 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１３．大量データの一括処理 

１３．１ ＡＳＣデータを指数毎に同一のファイル名に変更 

  

 Ｓａｍｐｌｅ ＮＯ００１，ＮＯ００２，ＮＯ００３，ＮＯ００４，ＮＯ００５，ＮＯ００６に対し 

 異なるファイル名が存在する。 

 ＣＴＲソフトウエアでは、ホルダにスペースは使用しない、ファイル名の先頭に指数配置としています。 

 

 

 変更するホルダを指定 

  ASC ファイルを指数＋ｒｅｎａｍｅ＿２．ＡＤＣに変更 



統一したファイル名が追加されます。 

  

 

 

 

 

 



１３．２ ｄｅｆｏｃｕｓファイル作成 

 ｒａｎｄｏｍデータからバックグランド削除 

 

 

 

 



データ登録 

 

データが登録される。 

 

ＴｅｘｔＤｉｓｐで登録内容を確認 

 

 先頭の指数が重要で、この指数でｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線が自動的に選択されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１３．３ 一括処理 

１３．３．１ 対象データを指定 

 

 

１３．３．２対象ホルダを指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

最初に選択した ASC データと後から指定したホルダの同一名ファイルの一括処理を行う。 

処理スピードは低下するが最適化Ｒｐ％を指定する。 

 

 

 

 



１３．３．４処理結果 

 

 

 

 

 

より、バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化が行われています。 

 

１４．大量データの平均化 

 ＡｄｄｉｎｇＰｏｌｅソフトウエアで平均化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



付録（データフォーマット） 

 Ｆ－１ Ｒｉｇａｋｕ社ＡＳＣデータ 

   

   

 

 

 



 Ｆ－２ Ｂｒｕｋｅｒ社 Ｕｘｄデータ 

   

   



 Ｆ－３ Ｂｒｕｋｅｒ社、Ｕｘｄデータ（データ処理結果） 

   

   



 Ｆ－４ Ｂｒｕｋｅｒ社 Ｍｕｌｔｅｘ３ ｐｏｐＬＡ（ｒａｗ） 

  測定されていない領域に０、あるいは１が登録されている。 

   

   



 Ｆ－５ Ｂｒｕｋｅｒ社 ＧＡＤＤＳ ｐｏｐＬＡ（ｒａｗ）データ 

  測定されていない領域に０、あるいは１が登録されている。 

   

   



 Ｆ－６ ＰＡＮａｌｙｃｉｃａｌ社 ＴＸＴデータ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 Ｆ－７ ＰＡＮａｌｙｃｉｃａｌ ｘｄｍｌファイル 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 Ｆ－８ ＰＡＮａｌｙｃｉｃａｌ ＣＳＶファイル 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


